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はじめに 

  2013年には全国各地で豪雨が発生し、島根県においても安来、津和野、江津などで水害
に見舞われた。各地の豪雨は気象観測以来の激しさであったと報道されている。そこで島

根県における過去の雨量記録を調べ、2013年の豪雨と比較（表参照）してみた。 
降雨記録 

 県内で AMeDAS による観測が開始された 1976 年から 2013 年まで継続記録があるのは
23カ所である。ここでは 1時間、１日および３日連続の年最大雨量を検討対象とした。 
 １時間雨量：2012年までの記録では地域性は見られない。たとえば隣接する鹿島と松江
では最大値も生起時期も異なる。１位記録はほぼ 50年確率値に近いが、鹿島、横田などで
は確率値を大幅に超えている。2013年の最大記録は、伯太、赤名、桜江および津和野で過
去の記録を上回っている。また地域によって同じような時期に発生している。 

   （注）確率雨量は 1979-2008の 30年間の記録を用いた岩井法による。 
 日雨量：2012年までの記録では桜江、浜田以西（以南）で大きい。発生時期も地域でほ
ぼ同じである。2013 年の記録では福光、桜江および津和野で過去の記録を超えている。  
 ３日連続雨量：東部では 2006年、西部では 1983年における発生が多く、値も同様に西
部で大きいなど、地域性が明確になっている。すなわち降雨継続期間を長くとるほど地域

性がはっきりしてくる。2013年の記録では桜江だけが過去の記録を更新している。 
 以上の結果から、以下のように推論できる。安来（降雨記録は伯太）では 50年確率値の
２倍近い１時間雨量を含む短時間雨量が大きい水害をもたらしたと考えられる。江津（雨

量記録は桜江）の場合、１時間、１日および３日の記録がいずれも過去の値を上回ってお

り、３日程度の連続雨量が水害に大きく影響している。津和野では１時間、１日の雨量が

卓越しており、３日連続記録も殆どは１日の降雨であることから、１日程度の降雨が水害

をもたらしている。 

 以上のように 23 地点の内で過去の雨量を超えたのは５地点だけであり、2013 年豪雨が
特に異常とはいえないが、AMeDAS地点以外でも局地的豪雨が有ったかも知れない。 
雨量と洪水量 

 洪水量は雨量だけに影響されるものではない。ピ－ク洪水量を求める合理式法によれば

流域出口における洪水量は流域最遠点を出発した雨水流が河口に到着するまでの時間（洪

水到達時間）内の平均有効降雨強度に相当する。 

 有効降雨とは降雨のうち河川流量に寄与する部分で、降雨×流出率で決まる。水田、山

林、公園などで雨水が貯留され、または地中に浸透する割合が多いと有効雨量は小さいが、

農地の宅地化とか道路舗装などによって流出率は高くなる。他方洪水到達時間については、

雨は時間的に均等に降るわけではなく、短時間ほど降雨強度は高くなる。道路側溝や下水

道が整備され、湾曲していた自然河川が改修によって直線化、護床・護岸整備が行われる

と洪水到達時間は短縮される。 

 環境の変化が洪水量の増加をもたらしていることに心しなければならない。 
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